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論文要旨： 
本研究は、脳転移に対して定位放射線治療を行った 226 名を対象とし、後ろ向きに生存率，再発率に関
する追加全脳照射の効果を分析したものである。全生存期間、頭蓋内無再発生存期間の中央値は、それ
ぞれ 7.2 ヵ月と 4.3 ヵ月であった。全単変量解析における生存期間の予後因子は PSと脳転移個数であっ
た。多変量解析による生存期間の予後因子は PS(HR 1.71, 95% CI 1.13-2.57, p=0.01)と脳転移個数(HR 
1.75, 95% CI 1.08-2.83, p=0.02)であり、全脳照射の追加は全生存期間に影響を与えなかった。定位放
射線療法のみを実施した 55 名のロジスティック回帰分析では再発時の脳転移３個以下については、初回
の定位放射線治療前の転移個数と関係した(HR 2.93, 95% CI 1.00-8.59, p=0.05)。また脳転移が 3個以
下の患者では全脳照射を省略した場合でも再発時の脳転移個数も少ないという結果を得た。
審査過程： 
１．腫瘍サイズと定位放射線療法の効果に関する質問に対して、適切な回答があった。 
２．全脳照射の線量につての質問に対して、適切な回答があった。 
３．転移個数と頭蓋外病変との関連についての質問に対して、適切な回答があった。 
４．転移による症状で発症した場合と無症状で発見された場合の差に関する質問に対して、適切な回答
があった。 
５．治療効果判定と生命予後との関連に関する質問に対して、適切な回答があった。 
６．原発腫瘍の違いに関する質問にて対して，適切な回答があった。 
７．本研究のバイアスなどの限界・問題点に関する質問に対して，適切な回答があった。 
８．全脳照射の目的に関する質問に対して，適切な回答があった。 
９．全脳照射による認知機能低下と生存期間の質問に関して，適切な回答があった。 
価値判定： 
本研究は、多数例で転移性脳腫瘍に対する定位放射線療法と追加全脳照射の有用性を検討し、全脳照射
の追加が生存率に影響しないこと、少数の脳転移では複数回の定位放射線治療が有用であることを明ら
かにした論文であり、今後の放射線量法に関して重要な情報を提供し、学位論文としての価値を認める。
